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序論と本論第 1 編 4 章，第 2 編 4 章，および総括からなっている。
序論では本研究の意義と目的について述べている。
第 1 編では， NC テープ作成の省力化と，小型計算機による実時間処理システムの構成について述
べている。




第 3 章では，小型計算機による実時間処理のために，新しい概念として t-unit のストリームを導入
し，これを用いることによって複数個のファンクション・プログラムの擬似並行処理と，それらの聞
の同期操作が，簡潔に実現できることを明らかにしている。
第 4 章では，タイムシェアリング・システムにオンラインで結合されたDNC(Direct N umerical 
Control) システムの構築について述べている。










果，制御を行わない場合. 40μm ないし 50μm の形状精度しか得られないが，制御の実施によって，こ









(1) 直線と円弧で形状が定義されるような部品加工については 安価な蓄積型CRT ディスプレイを用
いて仕上り形状を入力するだけで，工具径路を自動的に生成できることを示している。






た小型計算機による DNC(Direct Numerical Control) システムを試作することによって実証して
いる。
(4) 切削加工を行う場合について，切削熱による工作物の熱変形量を予測するシミュレータを作成す
ると共に，加工中における工作物の上昇温度を測定して，工作物熱変形を考慮した工具径路を実時
間で決定する方法を提案している。そして，試作したDNC システムを用いて実際に加工実験を行い，
適応制御の実施によって，工作物の熱変形に起因する形状精度の劣化を防止することができること
を明らかにしている。
以上のように，本論文は数値制御工作機械システムにおける計算機利用技術の進歩に大きな指針を
与えており，学術的にも工業的にも寄与するところが大きしミ。よって本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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